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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年8月30日(2018.8.30)

【公表番号】特表2017-524064(P2017-524064A)
【公表日】平成29年8月24日(2017.8.24)
【年通号数】公開・登録公報2017-032
【出願番号】特願2017-524122(P2017-524122)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  64/34     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ  15/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   64/34     　　　　
   Ｃ０７Ｆ   15/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月18日(2018.7.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式（Ｉ）：
【化１】

［ここで、
Ｍ１、Ｍ２は、独立して、Ｚｎ（ＩＩ）、Ｃｒ（ＩＩ）、Ｃｏ（ＩＩ）、Ｃｕ（ＩＩ）、
Ｍｎ（ＩＩ）、Ｍｇ（ＩＩ）、Ｎｉ（ＩＩ）、Ｆｅ（ＩＩ）、Ｔｉ（ＩＩ）、Ｖ（ＩＩ）
、Ｃｒ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｃｏ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｍｎ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｎｉ（ＩＩＩ）－Ｘ
、Ｆｅ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｃａ（ＩＩ）、Ｇｅ（ＩＩ）、Ａｌ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｔｉ（ＩＩ
Ｉ）－Ｘ、Ｖ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｇｅ（ＩＶ）－（Ｘ）２またはＴｉ（ＩＶ）－（Ｘ）２か
ら選択され、
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　Ｍ１またはＭ２の少なくとも１つがＮｉ（ＩＩ）およびＮｉ（ＩＩＩ）－Ｘから選択さ
れ；
　Ｒ１およびＲ２は、水素、ハライド、ニトロ基、ニトリル基、イミン、アミン、エーテ
ル基、シリル基、シリルエーテル基、スルホキシド基、スルホニル基、スルフィネート基
、もしくはアセチリド基、または任意に置換されたアルキル、アルケニル、アルキニル、
ハロアルキル、アリール、ヘテロアリール、アルコキシ、アリールオキシ、アルキルチオ
、アリールチオ、脂環式もしくはヘテロ脂環式基から独立して選択され；
　Ｒ３は、任意に置換されたアルキレン、アルケニレン、アルキニレン、ヘテロアルキレ
ン、ヘテロアルケニレン、ヘテロアルキニレン、アリーレン、ヘテロアリーレンまたはシ
クロアルキレンから独立して選択され、ここで、アルキレン、アルケニレン、アルキニレ
ン、ヘテロアルキレン、ヘテロアルケニレンおよびヘテロアルキニレンは、任意に、アリ
ール、ヘテロアリール、脂環式またはヘテロ脂環式で中断されていてもよく；
　Ｒ５は、Ｈ、または任意に置換された脂肪族、ヘテロ脂肪族、脂環式、ヘテロ脂環式、
アリール、ヘテロアリール、アルキルヘテロアリールまたはアルキルアリールから独立し
て選択され；
　Ｅ１がＣであり、Ｅ２がＯ、ＳまたはＮＨであり、またはＥ１がＮであり、Ｅ２がＯで
あり；
　Ｅ３、Ｅ４、Ｅ５およびＥ６がＮ、ＮＲ４、ＯおよびＳから選択され、Ｅ３、Ｅ４、Ｅ
５またはＥ６がＮである場合、
【化２】

は、
【化３】

であり、Ｅ３、Ｅ４、Ｅ５またはＥ６がＮＲ４、ＯまたはＳである場合、
【化４】

は、
【化５】

であり、
　Ｒ４は、水素、または任意に置換された脂肪族、ヘテロ脂肪族、脂環式、ヘテロ脂環式
、アリール、ヘテロアリール、アルキルヘテロアリールまたはアルキルアリールから独立
して選択され、
　Ｘは、ＯＣ（Ｏ）Ｒｘ、ＯＳＯ２Ｒｘ、ＯＳＯＲｘ、ＯＳＯ（Ｒｘ）２、Ｓ（Ｏ）Ｒｘ

、ＯＲｘ、ホスフィネート、ハライド、ニトレート、ヒドロキシル、カーボネート、アミ
ノ、ニトロ、アミドまたは任意に置換された脂肪族、ヘテロ脂肪族、脂環式、ヘテロ脂環
式、アリールもしくはヘテロアリールから独立して選択され；
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　Ｒｘは独立して、水素、または任意に置換された脂肪族、ハロ脂肪族、ヘテロ脂肪族、
脂環式、ヘテロ脂環式、アリール、アルキルアリールもしくはヘテロアリールであり；か
つ
　Ｇは、存在しないか、またはルイス塩基である中性または陰イオンのドナーリガンドか
ら独立して選択される］からなる触媒。
【請求項２】
Ｍ１またはＭ２の少なくとも一方がＮｉ（ＩＩ）であり、好ましくはＭ１およびＭ２のい
ずれもＮｉ（ＩＩ）である、請求項１に記載の触媒。
【請求項３】
Ｍ１またはＭ２の一方は、Ｎｉ（ＩＩ）およびＮｉ（ＩＩＩ）－Ｘから選択され、Ｍ１お
よびＭ２の残りの存在は、Ｚｎ（ＩＩ）、Ｃｒ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｃｒ（ＩＩ）、Ｃｏ（Ｉ
ＩＩ）－Ｘ、Ｃｏ（ＩＩ）、Ｃｕ（ＩＩ）、Ｍｎ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｍｎ（ＩＩ）、Ｍｇ（
ＩＩ）、Ｎｉ（ＩＩ）、Ｎｉ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｆｅ（ＩＩ）、Ｆｅ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｔｉ
（ＩＩ）、Ｔｉ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｖ（ＩＩ）、Ｖ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｇｅ（ＩＶ）－（Ｘ）

２およびＴｉ（ＩＶ）－（Ｘ）２から選択され、好ましくはＭ１およびＭ２の残りの存在
は、Ｚｎ（ＩＩ）、Ｍｇ（ＩＩ）、Ｎｉ（ＩＩ）、Ｃｏ（ＩＩ）、Ｃｏ（ＩＩＩ）－Ｘお
よびＮｉ（ＩＩＩ）－Ｘから選択される、請求項１または２に記載の触媒。
【請求項４】
Ｒ３は、置換もしくは非置換のアルキレン、アルケニレン、アルキニレン、ヘテロアルキ
レン、ヘテロアルケニレン、ヘテロアルキニレン、アリーレンおよびシクロアルキレンか
ら選択され、好ましくは、Ｒ３は、置換もしくは非置換のアルキレン、シクロアルキレン
、ヘテロアルキレンおよびアリーレンから選択される、請求項１乃至３のいずれか一項に
記載の触媒。
【請求項５】
Ｅ３、Ｅ４、Ｅ５およびＥ６は、ＮＲ４である、請求項１乃至４のいずれか一項に記載の
触媒。
【請求項６】
Ｒ４は、水素、メチル、エチル、ベンジル、イソプロピル、t-ブチル、フェニル、または
ＣＨ２－ピリジンのような水素、および任意に置換されたアルキル、アルケニル、アルキ
ニル、ヘテロアルキル、ヘテロアルケニル、ヘテロアルキニル、アリールまたはヘテロア
リールから選択され、好ましくはＲ４は、水素である、請求項１乃至５のいずれか一項に
記載の触媒。
【請求項７】
Ｒ１は、水素、Ｃ１－６アルキル（例えば、ハロアルキル）、アルコキシ、アリール、ハ
ライド、ニトロ、スルホニル、シリルおよびアルキルチオのような水素、ハライド、アミ
ノ、ニトロ、スルホキシド、スルホニル、スルフィナート、シリル、シリルエーテルおよ
び任意に置換されたアルキル、アルケニル、アリール、ヘテロアリール、アルコキシ、ア
リールオキシ、アリールチオまたはアルキルチオから選択され、例えば、水素、ｔ－ブチ
ル、イソプロピル、メチル、メトキシ、ニトロ、ＳＯ２ＣＨ３、トリエチルシリル、ハロ
ゲン、またはフェニルである、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の触媒。
【請求項８】
Ｘは、ＯＣ（Ｏ）Ｒｘ、ＯＳＯ２Ｒｘ、ＯＳ（Ｏ）Ｒｘ、ＯＳＯ（Ｒｘ）２、Ｓ（Ｏ）Ｒ
ｘ、ＯＲｘ、ホスフィネート、ハライド、ニトレート、ヒドロキシル、カーボネート、ア
ミノ、ニトロ、アミドおよび任意に置換されたアルキル、ヘテロアルキル（たとえばシリ
ル）、脂環式、ヘテロ脂環式、アリールまたはヘテロアリールから選択され、好ましくは
、ＯＣ（Ｏ）Ｒｘ、ＯＳＯ２Ｒｘ、ＯＳ（Ｏ）Ｒｘ、ＯＳＯ（Ｒｘ）２、Ｓ（Ｏ）Ｒｘ、
ＯＲｘ、ハライド、ニトレート、ヒドロキシル、カーボネート、アミノ、ニトロ、アミド
、アルキル（たとえば、分岐アルキル）、ヘテロアルキル（たとえばシリル）、アリール
またはヘテロアリールから選択され、より好ましくは、ＯＣ（Ｏ）Ｒｘ、ＯＲｘ、ハライ
ド、カーボネート、アミノ、ニトロ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ホスフィネ
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ート、またはＯＳＯ２Ｒｘから選択され、好ましくはＸは、ＯＣ（Ｏ）Ｒｘであり、任意
選択的に、Ｒｘは、任意に置換されたアルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロアルキ
ル、アリール、ヘテロアリール、シクロアルキルまたはアルキルアリールである、請求項
１乃至７のいずれか一項に記載の触媒。
【請求項９】
Ｒ１の両方の存在は同じであり、かつ水素、ハライド、アミノ、ニトロ、スルホキシド、
スルホニル、スルフィナート、シリル、シリルエーテルおよび任意に置換されたアルキル
、アルケニル、アリール、ヘテロアリール、アルコキシ、アリールオキシまたはアルキル
チオから選択され、Ｒ２は水素であり、Ｒ３の両方の存在は同じであり、かつ置換もしく
は非置換のアルキレンおよび置換もしくは非置換のアリーレンから選択され、Ｅ１はＣで
あり、かつＥ２はＯであり、Ｅ３、Ｅ４、Ｅ５およびＥ６はＮＲ４であり、Ｒ４は水素で
あり、各Ｘは同じであり、かつＯＣ（Ｏ）Ｒｘ、ＯＲｘ、ハライド、カーボネート、アミ
ノ、ニトロ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ホスフィネート、またはＯＳＯ２Ｒ
ｘから選択され、各Ｒｘは同じであり、かつアルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロ
アルキル、アリール、ヘテロアリール、またはアルキルアリールから選択され、各Ｇ（存
在する場合）は、同じであり、かつハライド；水；アルキル、アルケニル、アルキニル、
アルコキシ、ハロゲン、ヒドロキシ、ニトロまたはニトリルで任意に置換されたヘテロア
リールから選択され、Ｍ１およびＭ２の一方がＮｉ（ＩＩ）またはＮｉ（ＩＩＩ）－Ｘで
あり、Ｍ１またはＭ２の残りが、Ｍｇ（ＩＩ）、Ｚｎ（ＩＩ）、Ｃｒ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｃ
ｏ（ＩＩ）、Ｃｏ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｍｎ（ＩＩ）、Ｎｉ（ＩＩ）、Ｎｉ（ＩＩＩ）－Ｘ、
Ｆｅ（ＩＩ）およびＦｅ（ＩＩＩ）－Ｘから選択され、好ましくはＭ１またはＭ２の残り
が、Ｍｇ（ＩＩ）、Ｚｎ（ＩＩ）、Ｎｉ（ＩＩ）およびＮｉ（ＩＩＩ）－Ｘから選択され
る、請求項１に記載の触媒。
【請求項１０】
好ましくはＧが存在していない場合、Ｒ１が水素、ハライド、シリル、シリルエーテル、
スルホニル、任意に置換されたアルキルまたは任意に置換されたアルコキシである、請求
項９に記載の触媒。
【請求項１１】
式（１ｂ）：
【化６】

［ここで、
　Ｒ１の両方の存在は同じであり、かつ水素、ハライド、アミノ、ニトロ、スルホキシド
、スルホニル、スルフィナート、シリル、シリルエーテルおよび任意に置換されたアルキ
ル、アルケニル、アリール、ヘテロアリール、アルコキシ、アリールオキシまたはアルキ
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ルチオから選択され；
　Ｒ３は置換もしくは非置換のアルキレン、アルケニレン、アルキニレン、ヘテロアルキ
レン、ヘテロアルケニレンもしくはヘテロアルキニレン、シクロアルキレンもしくはアリ
ーレンから選択され、
　各Ｘは同じであり、かつＯＣ（Ｏ）Ｒｘ、ＯＲｘ、ハライド、カーボネート、アミノ、
ニトロ、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ホスフィネートまたはＯＳＯ２Ｒｘから
選択され、Ｒｘはアルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロアルキル、アリール、ヘテ
ロアリールまたはアルキルアリールであり；
　Ｒｘは、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロアルキル、アリール、ヘテロアリ
ールまたはアルキルアリールであり；
　各Ｇ（存在する場合）は、ハライド；水；アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコ
キシ、ハロゲン、ヒドロキシル、ニトロまたはニトリルによって任意に置換されるヘテロ
アリールから独立して選択され；かつ
　Ｍ１およびＭ２の一方の存在はＮｉ（ＩＩ）またはＮｉ（ＩＩＩ）－Ｘであり、Ｍ１ま
たはＭ２の残りの存在は、Ｍｇ（ＩＩ）、Ｚｎ（ＩＩ）、Ｃｒ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｃｏ（Ｉ
Ｉ）、Ｃｏ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｍｎ（ＩＩ）、Ｎｉ（ＩＩ）、Ｎｉ（ＩＩＩ）－Ｘ、Ｆｅ（
ＩＩ）およびＦｅ（ＩＩＩ）から選択される］からなる請求項１に記載の触媒。
【請求項１２】
Ｍ１およびＭ２は、Ｎｉ（ＩＩ）およびＮｉ（ＩＩＩ）－Ｘから選択され、好ましくはＭ

１およびＭ２の両方がＮｉ（ＩＩ）である、請求項９、１０または１１に記載の触媒。
【請求項１３】
Ｘは、ＯＣ（Ｏ）Ｒｘ、ＯＲｘ、ハライド、アルキル、アリール、ヘテロアリール、ホス
フィネート、またはＯＳＯ２Ｒｘから選択され、好ましくはＯＣ（Ｏ）Ｒｘであり、Ｒｘ

は、任意選択的にアルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロアルキル、アリール、ヘテ
ロアリールまたはアルキルアリールであり、好ましくはアルキルである、請求項１１また
は１２に記載の触媒。
【請求項１４】
　以下の式、
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【化７】
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【化８】
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【化９】
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【化１０】
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【化１１】
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【化１２】

である、請求項１に記載の触媒。
【請求項１５】
請求項１乃至１４のいずれか一項に記載の触媒の存在下における、
　ａ．二酸化炭素とエポキシドとの反応、
　ｂ．エポキシドと無水物との反応、および
　ｃ．ラクチドおよびラクトンの少なくとも一方の反応、
　のうちの少なくとも１つのための方法であって、前記方法は、任意に、連鎖
移動剤の存在下で実施されるものである、方法。
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